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2022 年度　聖光学院中学【算数】大問５
 　

（１）
長さ 27 ｃｍの直線ＡＢ上を、長さ９ｃｍの２直線Ｐ、Ｑが移動することを考えます。

（ア）図１のように、直線Ｐは左端が点Ａに、直線Ｑは右端が点Ｂにつくようにおかれています。

　直線Ｐはある時刻に毎秒１ｃｍで点Ｂに向けて移動を開始し、右端が点Ｂについたら止まりま
す。直線Ｑは、直線Ｐと同時に毎秒２ｃｍで点Ａに向けて移動を開始します。直線Ｑは左端が点
Ａについたらすぐに、点Ｂに向けて移動を開始し、右端が点Ｂについたら止まります。
　このとき、２直線Ｐ、Ｑが移動を開始してからの時間（秒）と、Ｐ、Ｑが重なっている部分の
長さ（ｃｍ）の関係を表すグラフを、解答欄にかき入れなさい。ただし、グラフの横軸の１目盛
りは１秒、縦軸の１目盛りは１ｃｍとします。 
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（イ）図２のように２直線Ｐ、Ｑがともに左端が点Ａにつくようにおかれています。 

　直線Ｐはある時刻に毎秒１ｃｍで点Ｂに向けて移動を開始し、右端が点Ｂについたら止まりま
す。直線Ｑは、直線Ｐと同時に毎秒２ｃｍで点Ｂに向けて移動を開始します。直線Ｑは右端が点
Ｂについたらすぐに、点Ａに向けて移動を開始し、左端が点Ａについたら止まります。
　このとき、２直線Ｐ、Ｑが移動を開始してからの時間（秒）と、Ｐ、Ｑが重なっている部分の
長さ（ｃｍ）の関係を表すグラフを、解答欄にかき入れなさい。ただし、グラフの横軸の１目盛
りは１秒、縦軸の１目盛りは１ｃｍとします。 
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（２）
図３のような、１辺の長さが 27 ｃｍの正方形ＡＢＣＤの中を、１辺の長さが９ｃｍである２つの
正方形Ｒ、Ｓが一定の速さで移動することを考えます。 

　はじめ、正方形Ｒは左下の頂点が点Ａにあり、点Ａを含むＲの２辺と正方形ＡＢＣＤの２辺が
重なるようにおかれています。ある時刻に、正方形Ｒは点Ｃに向けて移動を開始します。Ｒの対
角線の交点が直線ＡＣ上にあり、Ｒの辺が正方形ＡＢＣＤの辺と平行になるように移動をし、Ｒ
の右上の頂点が点Ｃにつくまで、18 秒間で移動をします。
　また、正方形Ｓは右下の頂点が点Ｂにあり、点Ｂを含むＳの２辺と正方形ＡＢＣＤの２辺が重
なるようにおかれています。Ｒと同時に、正方形Ｓは点Ｄに向けて移動を開始します。Ｓの対角
線の交点が直線ＢＤ上にあり、Ｓの辺が正方形ＡＢＣＤの辺と平行になるように移動をし、Ｓの
左上の頂点がＤについたらすぐに点Ｂに向けて移動を開始し、Ｓの右下の頂点が点Ｂにつくまで、
18 秒間で移動をします。

（ウ）移動を開始してから５秒後について、２つの正方形Ｒ、Ｓが重なる部分の面積は何ｃｍ 2ですか。

（エ）２つの正方形Ｒ、Ｓが重なる部分が正方形になるのは、移動を開始してから〔　〕秒後です。
（１）のグラフを利用して、〔　　〕にあてはまる数として考えられるものをすべて答えなさい。
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